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記

日
時　

平
成
29
年
6
月
25
日
（
日
）
午
後
一
時
（
正
午
よ
り
受
付
）

会
場　

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
（
全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
）

　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
二
番
地

電
話　

０
３
・
５
２
１
０
・
４
６
４
０

会
費　

八
、〇
〇
〇
円

＊
お
願
い　

返
信
は
6
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
会
・
役
員
忘
年
会　

 

12
／
11

　

於
・
新
潟
県
人
会
館

　

本
田
会
長
以
下
○
名

　

顧
問
○
名　

参
加

　

・
案
内
状
・
会
報
発
送

　

・
新
年
会
打
ち
合
わ
せ

新
年
会　
　
　
　
　

 

１
／
29

　

於
・
新
潟
県
人
会
館

　

出
席　

会
員
62
名

　
　
　
　

来
賓
２
名

理
事
会　

 

4
／
16

　

於
・
新
潟
県
人
会
館

　

本
田
会
長
以
下
17
名

　

・
報
告
・
検
討
事
項

　

・
会
計
報
告

　

・
教
育
講
演
会
概
略
発
表

　

・
総
会
打
ち
合
わ
せ
ほ
か

慰
十
六
会　

親
睦
旅
行

　

11
月
の
第
２
日
曜
・
月
曜
を
恒

例
の
親
睦
旅
行
と
し
て
長
年
続
い

て
お
り
、
今
年
も
湯
田
中
温
泉
で

40
名
前
後
の
参
加
者
が
和
や
か
に

過
ご
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
古
希
を
迎
え
ま
す
が
皆

　
足
早
に
季
節
が
駆
け
抜
け
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽
気
に
な
っ
て
、

皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
会
か
ら
す
で
に
半
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
総
会
の
開
催
が
近
づ
き
ま
し
た
。
今
回
も
郷
里
よ
り
来
賓

を
お
招
き
し
第
59
回
総
会
を
左
記
の
要
領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

会
場
は
麹
町
の
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
す
。
皆
様
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

（1）

元
気
で
頑
張
り
ま
す
。

（
山
家
恵
美
子
様
短
信
よ
り
）

永
遠
会　

関
東
同
級
会

　

片
貝
で
は
毎
年
新
年
と
お
盆
に

同
級
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

関
東
在
住
の
私
達
は
な
か
な
か
参

加
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
東
京
片

貝
会
新
年
会
席
上
で
相
談
し
て
上

野
で
の
同
級
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

3
月
24
日　
「
か
に
道
楽
」
上
野

店
に
7
人
が
集
ま
り
会
食
後
、
咲

き
始
め
の
上
野
公
園
を
散
策
し
、

立
ち
飲
み
と
つ
ま
み
で
ち
ょ
っ
と

花
見
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

い
つ
会
っ
て
も
同
級
生
は
い
い

で
す
ね
。

日
下
部
政
子　
（
昭
2
年
卒
）
母
は

3
月
に
百
二
歳
を
迎
え
ま
す
。
元

気
に
し
て
お
り
ま
す
。（
ご
家
族
）

芋
川
ト
シ　
（
昭
5
年
卒
）　

新
米

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大

変
美
味
し
く
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

江
澤
キ
ヨ　
（
昭
19
年
卒
）　

足
、

腰
老
い
欠
席
で
す
が
、
会
報
あ
り

巫
女
爺
（
ミ
ッ
コ
ン
ジ
サ
）

　

片
貝
の
巫
女
爺
（
ミ
ッ
コ
ン
ジ

サ
）
は
、
嘉
永
年
間
（
1848
～
1853
）
に

小
千
谷
の
野
口
家
よ
り
伝
授
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
神

明
社
が
再
建
さ
れ
た
元
治
元
年

（
1864
）
に
奉
納
芸
と
し
て
導
入
さ
れ

た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
伝
承

元
の
小
千
谷
横
町
の
巫
女
爺
の
起

源
は
明
和
年
間
（
約
250
年
前
）
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
片
貝
で
は
、
昭

和
48
年
頃
五
ノ
町
の
雨
降
り
地
蔵

様
の
祭
り
で
踊
っ
た
の
を
最
後
に

途
絶
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
17
年
を
経
た
平
成
2
年

に
片
貝
芸
能
保
存
会
が
発
足
、
巫

女
爺
の
修
復
、
は
や
し
、
踊
り
の

習
得
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て

途
絶
え
て
か
ら
22
年
後
の
平
成
7

年
、
感
動
に
包
ま
れ
て
復
活
上
演

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
の
お

祭
り
を
中
心
に
上
演
し
、
ま
た
保

存
、
伝
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

挿
絵・文　

小
宮
善
興
氏
（
陽
光
会
）

著　
「
片
貝
の
伝
説
」
よ
り

　
東
京
片
貝
会

　
　
　
第
５９
回 
総
会
御
案
内

東京
グリーン
パレス

日本
テレビ
麹町

地下鉄有楽町線
麹町こうじまち
5番 又は 6番
出口徒歩 1分

有
楽
町
線

6番出口

５
番
出
口

市ヶ谷駅

麹
町

永田町

発行　東京片貝会
責任者 本田秀幸

〒 146-0084 大田区南久が原 2-32-10
電話　090-4831-5580

会
の
動
き

同
級
会
の
動
き

片
貝
の
伝
説

が
と
う
。
懐
か
し
く
読
み
ま
し
た
。

上
田
益
美　
（
昭
19
年
卒
）　

思
い

が
け
ず
ご
親
切
を
頂
き
ま
し
た
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長
岡
利
夫
（
昭
23
年
卒
）　

生
憎
当

日
会
議
の
都
合
で
欠
席
で
す
。

木
村
ナ
ガ
（
昭
24
年
卒
）　

い
つ
も

会
報
を
お
送
り
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

渡
辺
幸
子
（
昭
25
年
卒
）　

都
合
で

欠
席
致
し
ま
す
が
ど
う
ぞ
盛
会
で

あ
り
ま
す
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

小
宮
善
徳
（
昭
29
年
卒
）　

高
齢
に

な
り
東
京
片
貝
会
も
今
年
で
終
い

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
井
均
（
昭
29
年
卒
）　

楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
が
所
用
で
出
席
か

な
わ
ず
盛
会
を
祈
念
致
し
ま
す
。

吉
井
ミ
チ
子
（
昭
30
年
卒
）　

体
調

不
良
で
欠
席
で
す
。
皆
様
の
ご
多

幸
を
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

吉
原
幸
夫
（
昭
33
年
卒
）　

地
元
の

催
し
と
重
な
り
行
け
ま
せ
ん
。
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

高
波
国
男
（
昭
35
年
卒
）　

同
級
生

（
慰
十
六
会
）
が
も
う
少
し
多
く
出

席
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

高
野
鈴
子
（
昭
37
年
卒
）　

今
回
は

欠
席
で
す
が
、
ま
た
お
会
い
す
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

本
田
利
美
（
昭
38
年
卒
）　

東
京
片

貝
会
の
継
続
を
願
っ
て
い
ま
す
。

内
藤
富
美
子
（
昭
43
年
卒
）　

元
気

に
し
て
い
ま
す
。
皆
勤
が
途
切
れ

て
残
念
で
す
が
欠
席
致
し
ま
す
。

渡
辺
由
紀
子
（
昭
49
年
卒
）　

近
々

同
級
生
と
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

会
員
短
信
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天
候
に
恵
ま
れ
、
来
賓
２
名　

会
員
63
名　

総
勢
65
名
の
方
々
か

ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

ご
来
賓
と
し
て
東
京
新
潟
県
人

会
副
会
長　

曽
山
孝
一
様
、
片
貝

煙
火
工
業　

本
田
正
憲
様
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

本
田
秀
幸
会
長
よ
り
新
年
の
ご

挨
拶
の
な
か
で
、
参
加
者
は
2
名

減
も
若
い
方
の
参
加
が
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
が
触
れ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
各
方
面
か
ら
ご
協
力
く

だ
さ
り
、
片
貝
煙
火
工
業
様
、
煙

火
協
会
様
、
JA
お
ぢ
や
様
か
ら
は

カ
レ
ン
ダ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
味
の

れ
ん
様
の
お
菓
子
を
覧
生
様
の
お

土
産
と
し
て
用
意
し
ま
し
た
。 

　

会
報
の
発
刊
に
関
し
て
、
広
告

出
稿
を
片
貝
の
企
業
様
か
ら
ご
快

諾
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
こ
と
や
、
秋
大

祭
で
は
引
き
続
き
相
撲
桟
敷
で
会

員
各
位
が
集
ま
っ
て
頂
け
る
枡
席

を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
な

ど
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　

母
校
を
励
ま
す
会
の
活
動
に
つ

い
て
、
徳
永
隆
広
理
事
（
さ
ざ
な

み
会
）
か
ら
講
演
会
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
演
者
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
し
て
活
躍

さ
れ
る
友
心
会
の
直
子
・
デ
ィ
ガ

ン
さ
ん
（
八
島
出
身
）
に
ご
登
壇

い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
方
面
に
多

様
な
才
能
を
発
揮
す
る
人
材
を
育

む
片
貝
町
の
風
土
に
触
れ
、
図
書

費
寄
付
を
含
む
地
元
の
児
童
・
生

徒
へ
の
継
続
的
な
支
援
へ
の
感
謝

の
意
を
学
校
関
係
者
か
ら
の
謝
辞

と
併
せ
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。 

　

ご
来
賓
の
片
貝
煙
火
工
業　

本

田
正
憲
様
よ
り
ご
挨
拶
を
賜
り
、

積
雪
の
状
況
は
例
年
よ
り
も
少
な

く
楽
な
反
面
、
土
木
業
な
ど
冬
が

閑
散
期
の
方
々
に
と
っ
て
、
雪
下

ろ
し
や
除
雪
仕
事
が
減
っ
て
困
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
学
校

の
児
童
数
が
一
学
年
30
人
を
割
り

込
み
そ
う
に
減
少
し
て
き
て
い
る

の
を
な
ん
と
か
食
い
止
め
た
い
と

い
っ
た
こ
と
な
ど
故
郷
の
近
況
に

つ
い
て
も
お
伝
え
頂
き
ま
し
た
。 

　

乾
杯
の
音
頭
を
白
樺
会
安
達
弘

様
よ
り
お
と
り
頂
き
、
ご
挨
拶
と

し
て
、
酉
年
に
あ
た
り
飛
躍
の
年

と
し
て
会
員
各
位
の
更
な
る
発
展

に
向
け
た
活
躍
を
祈
念
し
て
乾
杯

と
な
り
ま
し
た
。 

　

熱
気
に
満
ち
て
語
ら
い
、
笑
い

声
が
響
く
会
場
で
は
恒
例
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
、
懐
か
し
の
歌
を
年
代

を
共
有
す
る
仲
間
と
肩
を
組
み
な

が
ら
高
ら
か
に
声
を
上
げ
、
思
い

を
共
有
す
る
す
一
時
が
一
番
の
ご

馳
走
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

〆
は
恒
例
の
木
遣
り
大
合
唱
で

す
。
片
貝
と
い
う
故
郷
を
同
じ
く

す
る
老
若
男
女
が
大
き
な
円
と
な

っ
て
吟
じ
る
歌
声
が
故
郷
へ
届
け

と
ば
か
り
響
き
、
今
年
も
素
晴
ら

し
い
新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
ご
来
賓
出
席
】（
敬
称
略
）

曽
山
孝
一
（
東
京
新
潟
県
人
会
副

会
長
）、
本
田
正
憲
（
片
貝
煙
火
工

業
代
表
取
締
役
）

【
会
員
出
席
者
】（
敬
称
略
）

 

（
昭
和
17
～
30
卒
）

中
川
克
子
、
阿
部
修
次
、
安
達
和

三
、
神
林
勝
夫
、
黒
﨑
晴
郎
、
佐

藤
安
治
、
大
塚
順
一
、
小
宮
秀
雄
、

本
田
善
一
、
佐
藤
祐
一
、
松
岡
規

子
、
荒
木
ム
ツ
、
藤
塚
浩
治
、
黒

﨑　

勝
、
吉
原　

宏
、
木
下　

伸
、

鯉
島
昭
雄
、
松
本
キ
イ
、
宮
下
愛

子
、
本
田
十
三
雄

 

（
昭
和
31
～
39
卒
）

大
塚
國
夫
、
小
野
塚
清
、
黒
瀬
良

子
、
小
宮
善
興
、 

芝　

満
雄
、
藤

塚　

悟
、
諸
我
時
夫
、
安
達　

弘
、

五
十
嵐
哲
郎
、
黒
﨑
正
雄
、
小
宮

三
郎
、 

芝　

文
夫
、
高
波
国
男
、

（2）

山
家
恵
美
子
、
木
村　

隆
、
大
矢

と
ら
じ
、
本
田
秀
幸
、
松
井
京
子
、

小
野
塚
和
夫
、
吉
田
邦
男
、 

芝　

強
、
佐
藤
正
志

 

（
昭
和
40
卒
～
）

相
崎
俊
夫
、
岡
真
知
子
、
岸
井
久

美
子
、
太
刀
川
和
雄
、
安
達
徹
、

小
林
和
弘
、
安
達
亮
一
、
安
達
裕

子
、
藤
塚　

弘
、
藤
塚
伸
雄
、
安

達
智
子
、
徳
永
隆
浩
、
徳
永
雅
史
、

松
山
朱
実
、
堀
井
ひ
と
み
、
村
上

珠
美
、
佐
藤　

潤
、
吉
田
貴
裕
、

相
崎
清
輝
、
友
田　

啓
、
白
石　

知
子
、
今
井
由
美
子

【
東
京
片
貝
会
へ
の
ご
寄
付
】

左
記
の
方
々
か
ら
東
京
片
貝
会
へ

米どころ雪国おぢやでつくられた
“魚沼産コシヒカリ”
清らかな水と肥沃な土壌で丹精込めて
作った逸品です
おいしさと安心を追求した黄金色の稲穂
から精米された

“白い宝石たち”
その炊きあがりの艶と風味の良さは魚沼
産ブランドの名にふさわしい逸品です

「雪国で手塩にかけて作った“白い宝石”」

JA 越後おぢや
〒94-0021
新潟県小千谷市土川1-12-25
☎０258-83-3525

※
有
料
企
業
広
告
を
募
集
中
※

心
の
風
景
は
真
っ
白
な
雪
原

   
新
年
会
開
催
平
成
29
年
1
月
29
日

於　

東
京
新
潟
県
人
会
館

東
京
片
貝
会
の
年
会
費
は
二
千
円
で

す
。
郵
便
振
込
み
は
窓
口
よ
り
で
き
る

だ
け
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
使
用
く
だ
さ
い
。
手
数

料
差
50
円
も
節
約
!!

JA越後おぢや
詳細は
⇒ 検索

諸我石材店
墓碑・灯籠
石材加工販売

諸我和成
〒 947-0101
小千谷市片貝町一の町
☎ 0258-84-2317

　
人
間
探
訪
　
第
一
回
　
　「
陽
光
会
　
藤
塚
　
悟
氏
」

　
中
学
を
卒
業
し
て
「
あ
ゝ
上
野
駅
」
に
着
き
東
京
片
貝
会
会
員
で
も
あ
る

焦
点
に
就
職
し
た
が
そ
の
仕
事
に
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
現
在
の
職
業
に

再
就
職
し
見
習
い
か
ら
研
鑽
努
力
し
、
独
立
し
て
か
ら
今
年
五
十
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
。
そ
の
記
念
に
現
社
員
と
退
職
し
た
功
労
者
に
も
敬
意
を
表
し
て

一
緒
に
熱
海
か
ら
初
島
へ
と
一
泊
二
日
の
慰
安
旅
行
を
行
わ
れ
た
。
そ
ん
な

新
越
精
機
株
式
会
社
の
会
長
藤
塚
悟
さ
ん（
陽
光
会
）の
ご
紹
介
で
す
。

　

ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が
、
藤
塚
さ
ん
は
早
く
か
ら
東
京
片
貝
会
で
活
躍
さ

れ
、
ヤ
ン
グ
の
会
や
母
校
を
励
ま
す
会
々
長
か
ら
第
6
代
東
京
片
貝
会
々
長

を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
事
業
で
も
平
成

19
年
度
に
葛
飾
区
を
代
表
す
る
優
良
工

場
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

平
成
25
年
に
は
関
連
す
る
企
業
経
営
者

を
片
貝
に
引
率
さ
れ
、
同
世
代
の
企
業

者
達
と
情
報
交
換
さ
れ
幅
広
い
向
上
を

目
指
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
お
人

柄
か
ら
同
級
の
陽
光
会
で
も
中
心
的
な

存
在
で
あ
り
、
東
京
片
貝
会
の
重
鎮
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
を
願
っ
て
い

る
今
日
で
す
。　
　
　
　
　

阿
部
修
次

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｈ
28
・
4
・
1
～
Ｈ
29
・
２
・
27
）

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

日
下
部
政
子（
2
）、浅
田
松
夫（
21
）、

黒
瀬
良
子
・
浅
田
美
智
夫
（
31
）、
小

宮
三
郎（
35
）、
勝
俣
一
司（
42
）、
小

野
塚
東
一
（
片
貝
）
阿
部
修
次
（
21
）、

大
塚
順
一
（
22
）、 

芝　

満
雄
・
小
宮

善
興
・
大
塚
國
夫
（
31
）、
安
達　

弘

（
33
）、
松
井
京
子
・
本
田
秀
幸（
37
）、

小
野
塚
和
夫（
38
）、
安
達　

徹（
41
）

税務相談
お気軽にどうぞ

もろが会計事務所
諸我時夫（昭32年卒）
柏市増尾8-22-9
自宅☎ 04-7176-4528
事務所 03-3888-4190
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母
校
を
励
ま
す
会
で
は
、
皆
様

下
欄
温
か
い
ご
支
援
を
頂
き
小
・

中
学
校
へ
の
図
書
の
贈
呈
と
教
育

講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
に
つ
い
て
、
嬉
し
い
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校

か
ら
は
、「
母
校
を
励
ま
す
会
か

ら
贈
呈
さ
れ
た
図
書
を
洋
々
文
庫

と
名
付
け
ら
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
楽
し
い
本
が
た
く
さ
ん

入
り
喜
ん
で
い
ま
す
。」
中
学
校

で
は
、「
図
書
委
員
会
が
中
心
と

な
り
購
入
す
る
本
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
シ
リ
ー

ズ
も
の
等
は
全
巻
を
揃
え
ら
れ
る

こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。
図
書
室
は

片
貝
町
が
眼
下
に
見
下
ろ
せ
る
校

舎
三
階
に
あ
り
、
床
は
絨
毯
敷
き

に
な
っ
て
い
る
広
い
部
屋
で
す
。」

教
育
講
演
会
に
つ
い
て
、「
片
貝

中
学
校
を
卒
業
し
た
先
輩
達
か
ら

有
益
な
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
努

力
の
上
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
、
私
た
ち
も
負
け

な
い
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。」
な
ど
な
ど
、

喜
び
と
感
謝
を
込
め
た
お
便
り
を

沢
山
頂
い
て
お
り
ま
す
。
子
供
の

頃
、
心
に
残
っ
た
言
葉
や
感
銘
、

感
動
を
受
け
た
本
は
、
人
生
の
糧

の
な
り
夢
を
与
え
心
の
井
支
え
と

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

毎
回
、
心
の
こ
も
っ
た
ご
支

援
、
ご
協
力
が
継
続
の
力
と
な
り

絆
を
育
ん
で
い
ま
す
。
片
貝
中
学

校
は
今
年
創
立
七
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
今
後
と
も
母
校
へ
の
暖
か

い
励
ま
し
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

第
35
回
教
育
講
演
会

　
開
催
（
内
定
）
の
ご
案
内

日
時　

10
月
21
日
（
土
）
午
後

　
　
　
（
時
間
未
定
）

場
所　

片
貝
中
学
校
体
育
館

講
師　

相
崎
裕
恒　

氏

　
　
　

四
ノ
町
出
身　

成
友
会

略
歴　

片
貝
小
・
中
学
校
（
昭
和

58
年
卒
）、
県
立
長
岡
高
校
、
新

潟
大
学
工
学
部
情
報
工
学
科
、
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
卒

業
後
、
特
許
庁
に
入
庁
、
平
成
9

年
通
商
産
業
省
に
出
向
、
平
成
22

年
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
勤
務
。

現
在
は
特
許
庁
審
判
部
に
勤
務
。

講
演
概
要

　
「
知
的
財
産
制
度
を
支
え
る
仕

事
」、「
知
的
財
産
」
と
は
？「
知
的

財
産
制
度
」
と
は
？
普
段
の
生
活

で
は
漠
然
と
し
て
近
寄
り
が
た
い

難
し
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

意
外
な
ほ
ど
身
近
な
者
で
私
た
ち

の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。
そ
ん
な
知
的
財
産
に
つ

い
て
、
制
度
を
支
え
る
一
員
と
し

て
の
視
点
か
ら
具
体
例
を
挙
げ
て

お
話
し
を
し
て
頂
く
予
定
で
す
。

【
母
校
を
励
ま
す
会
基
金

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
者
名
】

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
太
刀
川
三
郎
（
15
）、
松
下
利

夫
（
18
）、
江
澤
キ
ヨ
（
19
）、
友

田
善
智
・
豊
島
文
枝
（
22
）、
長

岡
利
夫
・
丸
山
恭
次
（
23
）、
大

橋
洋
子
（
27
）、
相
内
テ
ル
・
本

田
正
弘
（
28
）、
野
崎
真
知
子
・

松
本
キ
イ
・
吉
井　

均
（
29
）、

安
達
弘
之
（
30
）、
浅
田
美
智
夫
・

小
野
塚
清
・
黒
瀬
良
子
・
軍
司
雅

子
・
小
宮
善
興
（
31
）、
諸
我
時

夫
（
32
）、
井
上
知
子
（
34
）、
小

宮
三
郎
・
高
波
国
男
（
35
）、
大

矢
と
ら
じ
・
寺
町
明
美
・
吉
原

敏
明
（
37
）、
浅
井
忠
明
・
本
田

利
美
（
38
）、
谷
内　

弘
（
39
）、

岸
井
久
美
子
（
40
）、
勝
又
一
司

（
42
）、
内
田
京
子
・
内
藤
富
美
子

（
43
）、
山
川
裕
見
子
（
45
）、
高

野
昭
人
（
47
）、
村
上
珠
美
（
54
）、

相
崎
清
輝
（
57
）、
白
石
知
子

（
60
）
阿
部
修
次
・
佐
藤
安
治
・

安
達
和
三
・
神
林
勝
夫
・
黒
﨑
晴

郎
（
21
）、
大
塚
順
一
（
22
）、
荒

木
ム
ツ
・
佐
藤
祐
一
・
藤
塚
浩
治
・

松
岡
規
子
（
27
）、
黒
﨑
勝
・
吉

原　

宏
（
28
）、
鯉
島
昭
雄
・
宮

下
愛
子
（
29
）、
大
塚
國
夫
・
藤

塚　

悟
・
芝　

満
雄
（
31
）、
諸

我
時
夫
（
32
）、
安
達　

弘
（
33
）、

五
十
嵐
哲
郎
・
黒
崎
正
雄
（
35
）、

木
村　

隆
（
36
）、
松
井
京
子
・

本
田
秀
幸
（
37
）、
小
野
塚
和
夫
・

芝　

強
・
吉
田
邦
男
（
38
）、
佐
藤

正
志
（
39
）、
相
崎
俊
夫
・
岡
真

知
子
・
岸
井
久
美
子
・
太
刀
川
和

雄
（
40
）、
小
林
和
弘
（
41
）、
徳

永
隆
浩
（
52
）、
徳
永
雅
史
（
53
）、

堀
井
ひ
と
み
（
54
）、
吉
田
貴
裕

（
56
）、
友
田　

啓
（
58
）

　
　
　
　

若
杉
会　

佐
藤
祐
一

　

10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ご
厚

意
で
東
京
片
貝
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
毎
月
、
片
貝
の
風
景
写
真

を
載
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
事
で
大
変
恐
縮
で
す
が
、

は
じ
め
は
実
家
に
一
人
で
、
そ

の
後
特
別
老
人
養
護
施
設
で
お

世
話
に
な
っ
た
母
を
見
舞
い
に

毎
月
3
～
４
日
帰
省
し
、朝
晩
、

町
内
を
散
歩
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
際
、
小
型
カ
メ
ラ
で
目
に

ふ
れ
た
風
景
、
草
花
等
を
写
し

て
い
ま
し
た
。
は
じ
め
は
で
き

る
だ
け
珍
し
い
場
面
を
と
心
掛

け
ま
し
た
が
、
狭
い
町
内
、
ほ

ぼ
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
撮
り
尽

く
し
て
し
ま
い
あ
と
は
定
点
観

測
と
開
き
直
り
同
じ
よ
う
な
と

こ
ろ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
一
か
月
毎
に
変
化

す
る
風
景
が
面
白
く
、
よ
く
ま

あ
、
飽
き
も
せ
ず
に
と
我
な
が

ら
驚
い
て
い
る
次
第
で
す
。
雪

景
色
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
さ
く

ら
、
畑
や
稲
田
、
お
祭
り
、
紅

葉
等
々
、
で
も
や
は
り
最
も
心

に
残
る
の
は
懐
か
し
い
金
倉
山

の
雄
姿
で
す
。
去
る
2
月
，
母

が
百
六
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た

の
で
こ
れ
で
終
わ
り
に
い
た
し

ま
す
。
長
い
間
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
雪
が
降
る　

　

き
の
う
も
き
ょ
う
も

　
　
　
　
　
　

歩
い
て
い
る

歩
い
て
行
け
る　

時
の
あ
り
せ
ば
」

　
　

若
杉
会　

松
岡
規
子
氏
詠
む

立
志
級
友
会
よ
り
解
散
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
修
次

　

成
人
よ
り
片
貝
の
伝
統
に
沿

っ
て
古
希
ま
で
、
各
厄
年
の
行

事
の
後
も
今
日
ま
で
63
年
続
い

た
立
志
級
友
会
は
平
成
28
年
5

月
の
出
会
い
の
旅
を
最
後
に
解

散
致
し
ま
し
た
。
関
東
地
区
で

は
28
年
11
月
に
最
後
の
宴
を
催

し
、
故
郷
片
貝
を
愛
し
友
情
の

絆
を
終
生
大
切
に
し
て
い
く
事

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

「
故
郷
や　

父
母
在
り
し
日
の

　

山
や
川
」

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

母
校
を
励
ま
す
会
　
お
知
ら
せ

暖
か
い
ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

母
校
を
励
ま
す
会
に

 

ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
！

〒947-0101
新潟県小千谷市片貝町4935

☎ 0258-84-2016
http://www.konni-aizome.com

konni@echigo.ne.jp

印伴纏、のれん、手拭
各種染織品誂処

日本伝統織物　片貝木綿製造元

（有）紺仁

「カラスは白い」
佐藤祐一著

「打たれ強いな」とよく言われたのは、
白いカラスのおかげか。

自然の風景、趣味、気になる社会現象、
旅の思いで、身近な出来事・・・・

折々に綴った身辺抄エッセイ

文芸社　5 月刊行
◎定価　本体 1,500 円 (+ 税 )

 

 

 私たちは、お客様のハコぶと演出、そ
して想いをかたちにする集団です！ 
 
段ボール・プラ段・花火玉皮… 

 

 

 

段ボール製家具・遊具… 
 

 
 

小千谷市片貝町 2489－1 
電話 0258－84－4141 

フーゲツ	 検索	

段屋風月	 検索	

故
郷
の
風
景
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五
年
男
子
黒
﨑
碧
琉
六
年
男
子
淺

田
優
心
団
体
男
子
優
勝
三
年
小
林

脩
莉
・
四
年
淺
田
晃
誠
・
小
宮
拓

真
・
大
塚
湊
多
・
西
澤
裕
太
・
五

年
黒
﨑
碧
琉
・
六
年
淺
田
優
心
◆

市
民
ス
キ
ー
大
会
四
年
女
子
一
位

藤
塚
美
礼　

三
年
以
下
女
子
一
位

二
年
藤
塚
ま
り
◆
県
硬
筆
書
き
初

め
大
会
読
売
新
聞
新
潟
支
局
長
賞

四
年
鈴
木
る
う　

特
選
二
年
吉
原

璃
子
◆
新
潟
県
書
き
初
め
大
会
特

選
四
年
鈴
木
る
う

■
中
学
校
　
相
田
教
頭
先
生

　

片
貝
中
学
校
の
平
成
28
年
度
後

半
、冬
の
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
で
は
、

品
田
萌
衣
さ
ん
が
全
国
大
会
に
出

場
、
上
位
入
賞
す
る
な
ど
大
活
躍

で
し
た
。
卓
球
部
女
子
は
、
12
月

の
中
越
地
区
新
人
大
会
を
勝
ち
上

が
り
、
団
体･

個
人
と
も
県
新
人

大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
初

め
て
取
り
組
ん
だ
「
ふ
る
さ
と
学

習
」
は
３
年
生
が
半
年
間
を
か
け

て
取
り
組
み
ま
し
た
。「
佐
藤
佐

平
治
」
や
「
朝
陽
館
・
耕
読
堂
」

に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
中
で
、
片

貝
に
寄
せ
る
先
人
の
思
い
や
歴
史

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、

生
徒
は
学
習
に
部
活
動
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
創

立
70
周
年
記
念
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
記
念
式
典
で
は
、
東
京
片
貝

会
教
育
講
演
会
を
記
念
講
演
と
し

て
行
う
予
定
で
す
。

■
中
越
地
区
新
人
卓
球
大
会
・
団

体
５
位
、
個
人
２
年
の
部
７
位
堀

井
の
あ
、
９
位
神
林
莉
緒
、
17
位

本
田
歩
、
個
人
１
年
生
の
部
17
位

小
宮　

愛
菜
、
17
位
大
渕
真
輝
■

小
千
谷
市
１
年
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
・
２
位
■
第
40
回
新
潟
県
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
・
銅
賞

金
管
六
重
奏
、
銅
賞
木
管
六
重
奏

■
第
５
回
新
潟
県
管
打
楽
器
ソ
ロ

コ
ン
テ
ス
ト
・
銀
賞
大
久
保
羽
栞

■
新
潟
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
・

ク
ラ
シ
カ
ル
７
位
、
フ
リ
ー
８
位

品
田
萌
衣
■
全
国
中
学
生
ス
キ
ー

大
会
・
ク
ラ
シ
カ
ル
９
位
品
田
萌

衣
■
全
日
本
中
学
生
選
抜
ス
キ
ー

大
会
・
ク
ラ
シ
カ
ル
２
位
、
フ
リ

ー
６
位
品
田
萌
衣
■
中
越
教
育
美

術
展
・
金
賞
佐
藤
樹
里
■
第
16
回

創
造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア
・

優
秀
賞
品
田
萌
衣
■
第
49
回
手
紙

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
が
き
作
文
部

門
・
金
賞
本
田
颯
■
文
芸
お
ぢ
や

ジ
ュ
ニ
ア
版
・
優
秀
賞
品
田
耕
助
、

吉
井
彩
花
、
阿
部
愛
也
、
宮
島
音

色
、
品
田
琴
子
、
芝
遥
斗
、
横

山
瑠
奈
、
神
林
千
尋
、
高
橋 
翼
、

藤
塚
美
咲
、
宮
島
永
遠

村
上
珠
美

　
　
　
　
友
心
会（
昭
和
57
年
卒
）

　
遠
く
て
近
い
故
郷
の
存
在

　

片
貝
祭
り
に
帰
省
し
た
く
て

も
、
な
か
な
か
子
ど
も
が
小
さ
か

っ
た
り
、
平
日
に
帰
れ
な
か
っ
た

り
し
、
成
人
の
花
火
か
ら
ず
っ
と

テ
レ
ビ
で
見
た
り
、
動
画
を
見
た

り
す
る
だ
け
で
し
た
。
去
年
五
十

歳
の
花
火
に
30
年
ぶ
り
に
出
席
で

き
、
久
し
ぶ
り
の
同
級
生
、
片
貝

祭
り
、
片
貝
の
花
火
、
本
当
に
懐

か
し
く
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

　

そ
こ
で
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
堀

井
ひ
と
み
さ
ん
に
、
東
京
片
貝
会

の
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
名
前
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
の
、

私
な
ん
か
が
出
席
し
て
も
い
い
の

か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
誘

わ
れ
新
年
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
年
が
近
い
先
輩
方

は
も
ち
ろ
ん
、
ご
年
配
の
先
輩
方

の
お
元
気
な
姿
を
見
て
、
初
め
て

出
席
し
た
の
に
な
ぜ
か
懐
か
し
い

気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
お
手
伝
い
で
き

る
こ
と
は
お
手
伝
い
し
、
こ
ち
ら

で
で
き
た
片
貝
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
で
き
る
だ
け
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
・
は
・
今
　
　
　

　
　
　
　

Ｈ
28
年
12 
月
よ
り

Ｈ
29
年
5
月
ま
で

■
小
学
校
　
楠
田
教
頭
先
生

　

平
成
29
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、

今
春
は
28
名
の
一
年
生
を
迎
え
、

全
校
児
童
は
昨
年
度
よ
り
９
名
減

の
192
名
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
先
、

全
校
で
200
名
を
超
え
る
こ
と
は
な

さ
そ
う
で
す
。
や
は
り
年
々
子
ど

も
の
数
が
減
っ
て
い
く
の
は
、
地

域
に
と
っ
て
も
と
て
も
寂
し
い
も

の
で
す
。

　

今
年
度
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
六
月
四
日
に
『
片
貝
町
地
域

合
同
防
災
訓
練
』を
実
施
し
ま
す
。

当
日
朝
、
地
震
発
生
の
想
定
で
各

町
内
の
第
一
次
避
難
場
所
に
集
ま

り
ま
す
。
そ
の
後
、
登
校
班
と
地

域
の
方
と
で
、
Ｊ
Ａ
様
と
共
催
の

『
片
貝
町
防
災
・
健
康
ウ
ォ
ー
ク
』

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

六
月
に
実
施
す
る
六
年
生
の
佐

渡
修
学
旅
行
で
は
、
相
川
小
学
校

と
地
域
の
伝
統
芸
能
の
交
流
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
伝
統
の
あ
る

片
貝
の
木
遣
と
相
川
音
頭
を
、
互

い
に
し
っ
か
り
伝
え
合
っ
て
き
た

い
で
す
。

児
童
の
活
躍
◆
全
日
本
小
学
生
相

撲
優
勝
大
会
（
両
国
国
技
館
）
ベ

ス
ト
８
五
年
黒
﨑
碧
琉
◆
小
千
谷

市
学
童
相
撲
大
会
（
一
位
の
み
）

一
年
女
子
大
塚
煌
莉　

四
年
男
子

淺
田
晃
誠
四
年
女
子
藤
塚
美
礼
、

（4）

・
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

片
貝
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
28 

名
が
出
場
し
、
当
日
チ
ー
ム
分
け

し
、
①
C
組
②
E
組
③
D
組
の
結

果
だ
っ
た
。

・
小
学
生
力
士
躍
進

　

両
国
国
技
館
で
第
29
会
全
日
本

小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
が
開
催
さ

れ
、
黒
﨑
碧
琉
君
が
小
５
部
門
で

ベ
ス
ト
８
と
な
っ
た
。

・
ミ
ニ
バ
レ
ー
チ
ー
ム
大
暴
れ

　

第
13
回
蒼
紫
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
で

A
ク
ラ
ス
16
チ
ー
ム
と
競
っ
て
優

勝
し
た
。

・
際
立
つ
織
物
の
伝
統
芸

　

三
之
町
の
松
井
均
さ
ん
が
、
伝

統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
貢
献

し
た
と
し
て
、
小
千
谷
縮
の
産
地

か
ら
唯
一
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら

厚
労
省
を
受
賞
さ
れ
た
。

・
無
雪
の
中
、
塞
ノ
神
開
催

　

今
年
は
会
場
に
全
く
雪
が
な

く
、
神
社
の
舞
殿
か
ら
42
歳
厄
年

の
飛
翔
会
の
面
々
が
福
餅
を
ま
か

れ
、
モ
ッ
ク
ラ
モ
チ
や
お
ん
ま
い

ど
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

・
ダ
ブ
ル
優
勝
！

　

二
之
町
の
藤
塚
美
礼
さ
ん
、
ま

り
さ
ん
姉
妹
は
、
第
37
回
黒
姫
高

原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大

会
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。
美
礼

さ
ん
は
三
連
覇
を
果
た
し
た
。

・
文
芸
の
分
野
で
も
き
ら
り
活
躍

　

稲
葉
の
本
田
颯
君
（
中
１
）
は

第
49
回
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
は
が
き
作
文
部
門
で
全
国

四
万
七
百
五
十
五
点
の
中
か
ら
第

三
席
と
し
て
金
賞
を
受
賞
し
た
。

・
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
閉
鎖

　

片
貝
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
市

内
唯
一
の
屋
内
人
工
芝
施
設
だ
っ

た
が
、
耐
震
診
断
の
結
果
改
修
不

能
と
な
り
、
3
月
で
閉
鎖
さ
れ
た
。

・
全
国
初
出
場
で
入
賞

　

全
中
ス
キ
ー
大
会
で
も
9
位
に

入
賞
の
品
田
萌
衣
さ
ん
（
中
2
）

は
JOC
ジ
ュ
ニ
ア
五
輪
ス
キ
ー
で
も

５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
で
準
優
勝
を
果

た
し
す
大
活
躍
を
し
て
い
る
。

・
長
岡
の
ス
ポ
小
バ
レ
ー
で
も

　

同
大
会
女
子
B
部
門
で
片
貝
ミ

ニ
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
た
。

・
東
京
に
片
貝
が
や
っ
て
き
た

　

3
／
13
花
火
の
映
像
や
木
遣
り

を
通
じ
祭
り
を
感
じ
て
も
ら
お
う

と
「
永
田
町
で
ん
で
ぼ
っ
こ
」
が

永
田
町
グ
リ
ッ
ド
で
催
さ
れ
た
。

・
お
祭
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

　

片
貝
中
の
南
雲
教
頭
先
生
は
長

岡
南
中
に
異
動
さ
れ
、
相
田
教
頭

先
生
が
新
た
に
赴
任
さ
れ
た
。

・
私
た
ち
と
一
緒
に
や
ろ
う

　

片
貝
町
発
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
し
て
え
、
若
葉
出
身
の
佐

藤
勇
介
さ
ん
（
21
）
が
赴
任
し
た
。

母
校
近
況

あ
と
が
き　

１
年
で
感
じ
る
季
節

の
移
り
変
わ
り
は
彩
り
が
鮮
や
か

で
す
。
故
郷
の
風
景
を
思
い
描
き

な
が
ら
作
成
で
し
た
。
多
謝
藤
塚

 

平
29
年
記
念
行
事
の
同
級
生

　
（
中
学
校
卒
業
回
）

 

成
人　

愛あ
い
よ
う陽

会 

（
第
65
回
）

 

33
歳　

愛あ
い
せ
い星
会 

（
第
54
回
）

 

42
歳　

飛ひ
し
ょ
う翔
会 

（
第
44
回
）

 

50
歳　

成せ
い
ゆ
う友
会 

（
第
36
回
）

 

還
暦　

酉
ゆ
う
じ
ゅ
つ戌
会 

（
第
26
回
）

町
の
で
き
ご
と

会
員
訃
報 

清
水
敏
雄
様
（
昭
21
卒
、
立
志
会
）

金
井
春
江
様
（
昭
23
卒
、
伸
竹
会
）

高
野
正
巳
様
（
昭
31
卒
、
陽
光
会
）

若
ぇ
衆
登
場


